



























































































































動回は5 月〜12 月中旬までとし、学習支援活動18 回 + クリスマス
会 = 計19回とした（学生が参加しない活動は社協主催で休業期間中




回数 実施日 小学生人数（人） 中学生人数（人） 計（人） 
1 5/29 4 11 15 
2 6/12 4 10 14 
3 6/19 * 3 7 11 
4 6/26 4 11 15 
5 7/10 1 10 11 
6 7/17 5 8 13 
7 7/24 1 10 11 
8 9/11 4 7 11 
9 9/18 2 10 12 
10 9/25 * 3 11 14 
11 10/2 4 10 14 
12 10/9 4 11 15 
13 10/16 4 11 15 
14 10/23 2 11 13 
15 11/6 * 3 12 12 
16 11/20 2 10 12 
17 12/8 ** _ _ _ 
18 12/11 4 12 16 




























































































































































































































4) 上野原市HP; https://www.city.uenohara.yamanashi.jp/gyosei/docs/2799.html. 
5) 山野良一、「母子世帯と子どもへの虐待 - 抑うつの分析も含め - 」；社会保障研







教育効果に関する考察」、帝京科学大学教職センタ 紀ー要、第1巻第1号 、pp.175 – 
181（2016.3）. 
10) 木村龍平、「一人親/生活困窮家庭児童を対象とした学習を含めた大学生によるサポー
ト活動の試行」, 地域連携研究（帝京科学大学地域連携推進センター 年報）第2巻, 
pp.13-16 (2017). 
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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
ペット防災：区民一人ひとりが「自分の命そしてペットの命」を 










































































































































（表 １）           （表 ２） 
 


































































































































1) 全国犬猫飼育実態調査 平成30年度版 日本ペットフー ド協会  
2) 人とペットの災害対策ガイドライン 環境省 平成30年3月  
3) 防災に対する意識調査 ライフメディアリサー チバンク 2013年 
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② 千住元町団地 1,2 号棟の高齢者の居場所作りのためのサロン
開催 








































所で行っていたが、2018 年度から大学 2 号館のアリーナに場所を移
し、月に2回程度行った。介護予防につながる体操などのレクリエー



















開催回数 月に1～2 回（年間15 回実施） 
参加者数 30 人前後、多いときは75 名 










5 月1 日 ・地域を知るため街を歩き（元町神社、大川町、千住公園など）
5 月22 日 ・地域を知るため街を歩き（大門商店街、大黒湯など） 
6 月19 日 ・「あなたのお話を聞かせてください」の会を主催 
・地域住民（高齢女性のみ、15 名参加）と談話する 




10 月30 日 ・「ハロウィンイベント」を実施 
























2018 年6 月8 日 運動会（玉入れ・ジェスチャーゲーム） 10 名 
7 月13 日 夏祭り（射的・ヨーヨー他） 15 名 
9 月14 日 千住カレッジ番外編（学内家政実習室に
て調理） 
15 名 
10 月12 日 バルーンアート 7 名 
11 月9 日 ゲーム大会（ダーツ・ボトル倒し） 10 名 
12 月14 日 ガンバルーン体操、クリスマスカード作り 16 名 






























活動回数 年間40 回 
活動内容 ・夕食会の準備を利用者とともに行う 
（利用者の買い物の同行） 










































































































1) 福川康之, 川口一美 : 孤独死の発生ならびに予防対策の実施状況に関する全国自治
体調査. 日本公衆衛生雑誌, 58(11) : 959-966, 2011. 
2) 杉田聡 : 買物難民―もうひとつの高齢者問題. 大月書店, 2008.  
3) 斉藤雅茂, 岸恵美子, 野村祥平 : 高齢者のセルフ・ネグレクト事例の類型化と孤立
死との関連－地域包括支援センター への全国調査の二次分析－. 厚生の指標, 
63(3) : 2016. 1-7.  
4) 安部美和 : 都市におけるマンション居住と震災時の高層階避難困難者の検討 －大阪
市北区における居住階層別高齢化率の可視化－. 自然災害科学, 32(4) : 323-336, 
2014.  
5) 高橋泰, 渡部鉄兵, 加藤良平：大都市の高齢化と医療・介護問題―医師数や病床・施
設定員数の推移デー タを用いた地域別将来推計. フィナンシャル・レビュ ,ー 131 : 
144-167, 2017.  
6) 淺沼太郎 : 日常生活圏域における生活課題への接近－千住地域における地域連携活
動－. 地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター 年報, 1 : 71-72, 2017. 
7) 淺沼太郎 : 千住エリアにおける地域連携活動－医療福祉学科の取組み－. 帝京科学
大学地域連携推進センター 年報, 2 : 87, 2018. 
8) 孔英珠 : 高齢者サロン活動による社会的孤立防止の可能性と課題－F市の公営住宅団
地におけるYサロン活動に対する事例研究―. 社会分析, 44: 61-79, 2017.  
9) 斎藤民, 近藤 克則, 村田千代栄, 鄭丞媛, 鈴木佳代, 近藤 尚己, JAGESグルー プ : 
高齢者の外出行動と社会的・余暇的活動における性差と地域差 JAGES プロジェクト
から. 日本公衆衛生雑誌, 62(10) : 596-608, 2015.  
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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
上野原特産農作物「キヌア」栽培に関する産官学連携活動の 
学術分野からの推進 
和田龍一・細田直希・藤田尚也（生命環境学部 自然環境学科）・谷 晃（静岡県立大学） 









































































































鮮重量はそれぞれ1.35±0.27 g、1.52±0.41 g、1.97 g、乾物重量は
0.84±0.16 g、0.88±0.13 g、0.87 gであった。全子実重量はそれぞ














1) 和田龍一, 江頭睦雄, 市來裕人, 谷 晃, 花園 誠, 永沼 充, 田中禅价：オ プーントッ
プチャンバー を用いた活性炭処理空気暴露によるキヌア栽培の試み, 帝京科学大学紀
要, 13：251-257, 2017. 
2) 上野原市役所：キヌア栽培促進に関する情報, http://uenohara-job.jp/seminar01/, 
2019. 
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1) 上野昌江、和泉京子編集：公衆衛生看護学第２版 100-108 中央法規出版 2016 
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1) 高橋尚子、スマイル アフリカ プロジェクト：シュー ズとアフリカと500日．2010． 
2) 島田悠暉：学校教育学科公認サー クルＳＡＴ 地域連携研究帝京科学大学地域連携推
進センター 年報第２巻 pp47-50,2018 
リンク 
1) スマイルアフリカプロジェクトHP                
https://www.sotokoto.net/smileafrica/ 




















































































































































































































折り紙    遊べる折り紙、飾る折り紙を製作する遊び。 
























































































































地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
飼育体験活動による生活科授業支援の実践と成果 




















































































































ふれあい時間増加(n＝30) 平均点 37.6点 
ふれあい時間減少(n＝15) 平均点 33.2点 
ふれあい時間増加(n＝29) 平均点 2.4点 








































6) 常田寛.「学習指導書 朱書編 せいかつ【上】 みんな だいすき」.光村図書出版
株式会社. 
7) 常田寛.「学習指導書 研究編 せいかつ【上】 みんな だいすき」.光村図書出版
株式会社. 
8) 常田寛(2015).「学習指導書 せいかつ カー ドブック」.光村図書出版株式会社. 
9) 小林一光.「せいかつ 上 みんななかよし 教師用指導書 授業編」.教育出版株式
会社. 
10) 小林一光.「せいかつ 上 みんななかよし 教師用指導書 研究編」.教育出版株式
会社. 
11) 小林一光.「せいかつ 上 みんななかよし 教師用指導書 地域事例編」.教育出版
株式会社. 




地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
初等理科教育におけるコクワガタ(Dorcus rectus)の教材化研究 
佐々木琴音（生命環境学部 アニマルサイエンス学科）・花園誠（教育人間科学部 こども学科） 
キーワード：理科、動物介在教育、コクワガタ、小学校、教材化研究 
1.序論 
昆虫や節足動物を使った動物介在教育 (Animal Assisted 







































 これまでの AAE ふれあい活動の方法として、1 匹の動物を数人グ
ループでふれあいするという形式のものが一般的である。しかし、本
実践では、20 匹以上のコクワガタを採集したことで、児童 8 人 1 班


















































































































































1) 「コクワガタ-Dorcus rectus」 
URL: http://mushibu.na.coocan.jp/Specimen/ja/kokuwagata.html 
2) 高井幹生, 奥山清市, 長島盛大, 井村仁平, 市毛勝義, 佐藤和樹, 中島淳, 横川忠
司, 槐真（2013）.「日本の昆虫1400（2）トンボ・コウチュウ・ハチ（ポケット図
鑑）」. 文一総合出版 
3) 岡島秀治（監修)（2004). 「学研わくわく観察図鑑 カブトムシ・クワガタムシ」. 
学習研究社. 東京 
4) 海野和男（2013）. 「見わけるポイントがよくわかる フィー ルドガイド 身近な昆
虫識別図鑑」. 誠文堂新光社. 東京 
5) 今森光彦（2000）. 「ヤマケイポケットガイド（10）野山の昆虫」. 山と渓谷社. 東
京 
6) 新開孝（2002）. 「里山 昆虫ガイドブック」ティビー エス・ブリタニカ. 東京 
7) 田仲義弘, 鈴木信夫（2009）. 「野外観察ハンドブック 校庭の昆虫」全国農村教育
協会. 東京 
8) 杉本悟, 森田真樹子, 中川はづき, 椋野純一（1999）. 「完全図解 虫の飼い方全
書」東陽出版. 東京 
9) 花園誠. (2016). ダンゴムシ・ワラジムシ類 (Armadilloidea) とチョー クを活用し
た虫類に関する教材化の報告. 帝京科学大学教職指導研究: 帝京科学大学教職センタ
紀ー要, 1(1), 217-221. 
10) 花園誠, 木村龍平, 青木直樹, 榊原健太郎, & 古瀬浩史. (2016). 足立区の小学校 4 
年生を対象とした環境教育の実践と成果: 廃校を拠点とした校外学習支援の報告. 帝
京科学大学教職指導研究: 帝京科学大学教職センタ 紀ー要, 1(1), 237-244. 
11) 花園誠, 金子智恵理, 河合樹奈, 蛭田多美慧, 青木直樹, 榊原健太郎, & 古瀬浩史. 
(2015). 足立区の小学校 4 年生を対象とした環境教育の実践と成果. 帝京科学大学
紀要, 11, 201-213. 
























地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
児童に対する犬を用いた動物介在教育プログラムの実践とその効果 











































































































































































1) 「動物ふれあい活動と飼育活動の効果に対する比較研究」 岡部香織 （2016） 
2) 「こどもによる「イヌのかわいらしさ」の貼り絵表現の解析」 津野尚子（2013） 
－　51　－
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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
児童に対するアイガモを用いた動物介在教育プログラムの実践と 
その教育効果 
































































観察 観察 ＋ ふれあい
観察 ＋ ふれあい 観察
2・3・4班 観察 ＋ ふれあい 観察











































































































地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
イエネコを用いた動物介在活動の実践と成果 




















































































































































































3) 堀洋道 監修／山本眞里子 編集（2001）「心理測定尺度集I―人間の内面を探る＜
自己・個人内過程＞」株式会社サイエンス社,p.253-260 
4) メリー ・R・バー チ（2010）「よくわかる！アニマルセラピー の本 動物介在療法の
方法とケー ススタディ」株式会社創英，東京，p133-138 
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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
馬介在活動センタ 「ーふれあいの日」における「子ども・保護者・スタッフ」 
の３者間の行動ならびにコミュニケーションの実態調査 



















































センタ (ー以下うまセンターと略)で実施した。  






























































個体名 種類 性別 体高※ 
モカ ハーフリンガ  ー 去勢雄 142.6㎝ 
チョコ 中間種 雌 148.0㎝ 












































































































では「その他」と「質問」の2つのみであった (図11) 。 








































1) 「新・馬の医学書」 JRA日本中央競走馬総合研究所 編著 （2012） 
2) 「動物園のふれあいコー ナー における「子ども・保護者・動物園スタッフ」の3者間
のコミュニケー ションの実態調査」 石木めぐみ（2017） 
3) 「馬の特化した動物介在教育の実践と効果～児童の絵画表現からの検討～」 高橋美
咲（2015） 
4) 「保育者と教師のための動物介在教育入門」 谷田創 木場有紀 岩波書店（2014） 
5) 「アニマルセラピー の現状と応用」 吉田尚子（2015） 
6) 「保育園における馬介在教育の試み」 中川美和子（2016） 






































































































































































































1) 大野瑞絵著(2010)「ペットガイドシリー ズ ザ・モモンガ」 
2) 谷田創,木場有紀著（2014）「保育者と教師のための動物介在教育入門」 
3) 中井奈 子々著（2014）「デグ （ーOkutodon degus）のふれあい活動としての可能性に
ついて」 





8) 佐藤幹夫著（2009）「大自然のふしぎ 動物の生態図鑑」 
9) 長谷川政美著（2004）「生命の科学 55巻3号 哺乳類の系統進化」 
10) 大野瑞絵,いがわとしひこ( 2011)「フクロモモンガ」 






























































































































































































































































1) 磯部綿司(2006) 「子どもが絵を描くとき」 
2) 扇田博元(1999) 「絵による児童診断ハンドブック」 
3) 荒島(2012)  「ウサギを用いた動物介在教育の実践」 




6) 北川 民次(1970)「子どもの絵と教育」 
7) VIKTOR LOWENFELD(1956) 「子どもの絵 両親と先生への手引き」 
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地域連携研究 帝京科学大学地域連携推進センター年報 第３巻 
哲学ワークショップ・プログラム 
『なぜ・なに？どうして？：自由に考えるっておもしろい』の開発と実践 









































































1回目 /  9:30～11:00（受付開始 9:00） 
2回目 / 12:30～14:00（受付開始12:00） 


































































































項目 ％ 人数 １回目 ２回目 ３回目
とても 
勉強になった 
59.7％ 31名 10名 11名 10名
勉強になった 31.5％ 17名 8名 3名 6名 








項目 ％ 人数 １回目 ２回目 ３回目
とても 
楽しかった 
71.7％ 38名 12名 14名 12名 
楽しかった 26.4％ 14名 7名 2名 5名 

















































































































































































項目 ％ 人数 １回目 ２回目 ３回目
とても満足した 43％ 24名 7名 7名 10名
満足した 48％ 27名 10名 10名 7名 
ふつう 9％ 5名 2名 1名 2名 
項目 ％ 人数 １回目 ２回目 ３回目
とても満足した 30％ 17名 6名 7名 4名 
満足した 57％ 32名 12名 9名 11名
ふつう 9％ 5名 1名 1名 3名 
あまり 
満足しなかった
1.8% 1名   1名 
－　77　－
榊原健太郎・林和馬・矢澤雅弘 
 問う力、答える力を養ってほしい。 
 小さいうちから大学とは…みたいなことを知ることができる
機会があるとうれしい。 
 学生のみなさんが楽しいキャンパスライフが過ごせますよう
に。 
 大学の専門を生かして専門的なことを子ども向けにアレンジ
して連続でやってほしい。実験はあまり機会がないので、や
ってほしい。自由研究を半年くらいかけて、伴走してくれる
ような講座があると達成感のある体験ができそうです。 
 足立区の子どもたちに向けてイベントや講座・講習等を行っ
てほしい。 
 それぞれの大学に興味を持てるようなワークショップを開催
してほしい。 
 各大学の専門性を生かしたものをもっとたくさん教えてほし
い。 
 足立区の子どもたちに教育面でこういうワークショップをも
っと行ってほしいです。 
 
6.学生アシスタントの声 
6-1.学生アシスタントと本プログラム 
最後に、本プログラム進行に協力した学生アシスタントから寄せら
れた声の一部を示す。学生アシスタントは、本ワークショップに関す
る事前研修（プログラムの概要・意図や学生アシスタントの役割の理
解等についての研修）を終えた上で、参加者たちに共に（参加者に混
じって）参加した方々である。こうした学生たちの声は、本活動につ
いての理解を促進する手助けとなるばかりでなく、本活動が有する重
要な側面を覗かせてくれる貴重な資料でもある。 
6-2.学生アシスタントAさんの声 
①ワークショップに参加した感想 
 「子どものための哲学ワークショップ」というイベントを最初に聞
いた時、何を行うのか、また学生アシスタントとして何をすれば良い
のかなどほとんどわからないまま事前研修に参加した。しかし、学生
アシスタントとしての役割やプログラムの概要や意図や進行を把握
することができた時、単にアシスタントとしてだけではなく、自分自
身も参加者のひとりとして主体的に参加したいと思った。当日は、子
どもや保護者たちと一緒に活動しながらイベントの流れを円滑に進
める中で、自分も多くのことを学ぶことができた。まず、子どもと話
したり、対話したりすることで、今の小学生がどんなことを考えてい
るのかなどを、見て学ぶことができた。保護者からも、自分より年長
の人の考え方、子どもに対しどう接し、どうなって欲しいと思ってい
るかを知ることができた。特に「友だちって必要？」という問いをめ
ぐる対話では、「友達」の定義が人によって異なっており、相手への利
害関係を考えずに接することができる相手が「友達」であるという考
えには非常に共感を持った。一方で友達は必要ではないという意見も
あり、普段会うことのない様々な人から普段話さないことを聞き、自
らの意見を発する機会があることの重要性を知ることができた。 
 ②今後の自分にどのように生かすことができるか 
「哲学」は、小学校の授業の枠に当てはめるならば「道徳」や「学
級活動」の内容に近しいと考える。今回は「おはなし作り（ストーリ
ー作り）」「質問ゲーム」「対話」という三つのワークを行った。私はい
ずれも小学校の活動の中に取り入れることができるものだと考えた。
「ストーリー作り」「質問ゲーム」は、年度始めや宿泊行事前のオリエ
ンテーションなど、周りが新しい環境の時の児童間の関係形成の導入
に対して有効であると考える。「対話」についても、通常の授業、特に
国語や社会といった文系科目での活動や学級活動で、今回の様な対話
の方式を使うことができると考える。機会があれば、実際の学校現場
で今回の活動を取り入れて行きたい。 
③哲学と他教科との違いに関して 
 国社数理英などの教科は、ある一定の知識や技術、教養を身に着け
ることが主な目的であると思う。しかし、哲学は、答えがある、ない
に関わらず、常識などに疑問を持たせ、まず自分の考えを振り返り、
他者の考えを聞き、それを統合して自分の知識や考えを昇華させてい
くことであると考えた。 
6-3.学生アシスタントBさんの声 
①ワークショップに参加した感想 
 子どもたちは、哲学について興味や関心を持ち、考えながらテーマ
について話していた。内容的には大人であっても難しいと感じたが、
子どもたちが、自分の生活の場面に置き換えて発言していた点など、
自分としてはおもしろい発見のできる良い機会だった。 
②今後の自分にどのように生かすことができるか 
 今回の活動で、どのように考えを砕いていくのかという流れが少し
は分かったが、もう少し経験値をためて、学校における「道徳」「特別
活動」等の授業で使っていきたい。 
③哲学と他教科との違いに関して 
哲学は、単に知識を身につけていくものではなく、その場で感じた
ことを発言できることだと考える。今までの経験や今後のことを想像
しながら好きなように発言ができるため楽しい雰囲気で物事を考え
られると感じた。  
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